
 

子ども・子育て支援事業計画策定のためのアンケート調査 
 

 

市民の皆様には、日頃から市政の推進に対しまして格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申

し上げます。 

さて、三沢市では、次代を担う子どもの健やかな成長と子育てを支える新しい地域社会をつくる

ため、平成 22 年３月に三沢市次世代育成支援行動計画（後期計画）を策定し、子育て支援施策を

推進してきました。 

しかし、今日の子ども・子育てを取巻く環境の変化は大きく、幼児期の学校教育・保育や地域の

子ども・子育て支援を総合的に推進するための「子ども・子育て支援新制度」が平成２７年度から、

スタートする予定となっています。 

そこで、皆様の子育て支援に関するお考え（ご要望）やご意見などをおたずねし、市の「子ども・

子育て支援計画」策定に向けた基礎資料を得ることを目的としたアンケート調査を実施することと

いたしました。 

この調査は、小学校の低学年のお子さんを対象に、その保護者の方にお答えをお願いするもので

す。ご回答いただいた調査内容は、今後の子育て支援施策を進めていくための基礎資料にのみ利用

させていただくもので、回答者個人が特定されたり、個々の回答内容が他にもれたり、他の目的に

利用されたりすることは一切ございません。 

つきましては、ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま

すようお願い申し上げます。 

このアンケート調査票は、年齢ごとの調査のため兄弟姉妹の一人ひとりに配布しています。その

ため、複数届くことがありますが、あて名のお子さんごとにご回答くださるようお願いいたします。 

なお、対象者の抽出は、平成25年10月1日現在のデータにより行っています。 

 

平成 25 年 10 月 

三沢市 

 

１．あて名の子どもさんについて、保護者の方が記入してください。 

２．お答えは、設問ごとに選択肢の中から選んで当てはまる番号に○印をつけてい

ただく場合と、□内に数字を記入（右詰め）していただく場合があります。 

３．設問により選んでいただく数が異なりますので、お間違えのないようご注意く

ださい。また、「その他」を選ばれた場合は、その後にある（  ）に具体的

な内容を記入してください。 

４．ご記入いただいた調査票は、１１月●●日（ ）までに同封の

返信用封筒に入れ、切手を貼らずにそのままポストに投函してください。 

 

この調査票についてご不明な点などがございましたら、お手数ですが下記まで 

お問い合わせください。 

  

 

小学生用 

ご記入にあたってのお願い 

三沢市 健康福祉部 家庭福祉課 
〒033-0011  三沢市幸町三丁目 11‐5 

℡：51‐8772（直通） 53‐5111（内線 381） 

資料 ３ 
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問１ お住まいの地区として当てはまる答えの番号 1つに○をつけてください。 

1 古間木小学校区 

２ 上久保小学校区 

３ 木崎野小学校区 

４ 岡三沢小学校区 

５ 三沢小学校区 

６ 三川目小学校区 

７ おおぞら小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２  あて名のお子さんの性別・年齢をお答えください。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

問３  あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。2人以上の場合は、末

子の年齢（平成25年10月1日現在の年齢）をご記入ください。（数字を記入） 

 

 

 

 

問４  あて名のお子さんとの同居・近居（概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の状況につ

いてお伺いします。（あてはまる番号すべてに○） 

（続柄はあて名のお子さんからみた関係です） 

 

 

 

 

 

 

   

注）父親又は母親が単身赴任の場合は「8．その他」に○をつけてください。 

 

 

 

（１）お子さんの性別 1. 男 2. 女 

（２）お子さんの年齢(学年) 

（平成25年10月1日現在） 
1. 小学 1年生 2. 小学 2年生 3. 小学 3年生 

人         末子の年齢     歳 

1. 父母同居 

2. 父同居（ひとり親家庭） 

3. 母同居（ひとり親家庭） 

4. 祖父同居 

5. 祖母同居 

6. 祖父近居 

7. 祖母近居 

8. その他 

２．あて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。 

1． お住まいの地域についてうかがいます。 

各町名を記入 
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問５  あて名のお子さんの身の回りの世話は、主にどなたがしていますか。（１つに○）   

（続柄はあて名のお子さんからみた関係です。） 
 

 

 

 

 

 

問６  日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    注）施設などの預かりサービスは含みません。 

 

 

問６で「1.」または「2.」を選んだ方にお伺いします。 

 

問6-1 祖父母に預かってもらっている状況についてお伺いします。（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６で「3.」または「4.」を選んだ方にお伺いします。 

 

問6-2 友人や知人に預かってもらっている状況についてお伺いします。             

（あてはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 主に父親 2. 主に母親 3. 主に祖父母 4. その他 

1. 日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる 

2. 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる 

3. （保育所や幼稚園のように）日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる 

4. 緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 

5. いずれもない 

1. 祖父母がお子さんを預かることについては、特に問題はない 

2. 祖父母の身体的負担が大きく心配である 

3. 祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4. 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

5. その他（                      ） 

1. 友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない 

2. 友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

3. 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4. 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

5. その他（                      ） 
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問７  現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。 

（１）（２）それぞれにお答えください。（それぞれ１つに○） 

併せて、矢印に従って〔   〕には数字、【  】内には○を１つ記入してください。 

 

（１）父親 【母子家庭の場合は記載不要】 

   注）「派遣労働者」として働いている方、自営業、家業、家族従事者、内職の場合は、

就労状況の実態に応じてフルタイムもしくはパートタイム・アルバイト等の選択

肢に○をつけてください。 

 

 

（２）母親 【父子家庭の場合は記載不要】 

   注）「派遣労働者」として働いている方、自営業、家業、家族従事者、内職の場合は、

就労状況の実態に応じてフルタイムもしくはパートタイム・アルバイト等の選択

肢に○をつけてください。 

 

1. 就労している（フルタイム）※育休・介護休業中は含まない 

→１週当たりの平均の就労時間は〔    〕時間 

→働いている日の平均的な帰宅時間は〔    〕時  ＊時間は24時間制 

2. 就労している（フルタイムだが育休・介護休業中） 

3. 就労している（パートタイム、アルバイト等） 

→ 就労時間は1週当たり〔    〕日、1日当たり〔     〕時間 

→フルタイムへの転換を【 1．希望する  2．希望するが予定はない  3．希望しない】 

4. 以前は就労していたが、現在は就労していない 

5. これまでに就労したことがない 

1. 就労している（フルタイム）※産休・育休・介護休業中は含まない 

→１週当たりの平均の就労時間は 〔    〕時間 

→働いている日の平均的な帰宅時間は 〔    〕時  ＊時間は24時間制 

2. 就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中） 

3. 就労している（パートタイム、アルバイト等） 

→ 就労時間は1週当たり〔    〕日、1日当たり〔     〕時間 

→フルタイムへの転換を【 1．希望する  2．希望するが予定はない  3．希望しない】 

4. 以前は就労していたが、現在は就労していない 

5. これまでに就労したことがない 

３．あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。 

→問８へ 
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問７の「（2）母親」で「4. 以前は就労していたが、現在は就労していない」、または

「5.これまでに就労したことがない」を選んだ方にお伺いします。 

※該当しない方は、問９へお進みください。 

 

問８  母親の就労希望はありますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

問８で 「1.有（すぐにでも若しくは1年以内に希望がある）」、「2.有（1年より先で、

子どもがある程度大きくなったら就労したい）」を選んだ方にお伺いします。 

 

問8-1 希望する就労形態はどのようなものですか。（１つに○） 

併せて、パート、アルバイト等を希望した方は、矢印に従って〔   〕に数字を記入

してください。 

 

 

 

 

 

 

問8-2 就労希望がありながら、現在働いていない主な理由は何ですか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８で「2.有（1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」を選ん

だ方にお伺いします。 

 

問8-3 あて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になった時に就労を希望されますか。  

（数字を記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 有（すぐにでも若しくは1年以内に希望がある）        ⇒ 問8-1,2へ 

2. 有（1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）⇒ 問8-1,2,3へ 

3. 無                          ⇒ 問9へ 

1. フルタイムによる就労 

2. パートタイム、アルバイト等による就労 

→【1週当たり〔    〕日 ・ 1日当たり〔    〕時間 】 

1. 児童館・児童センターなどのサービスが利用できれば就労したい 

2. 働きながら子育てできる適当な仕事がない 

3. 自分の知識、能力にあう仕事がない 

4. 家族の考え方(親族の理解が得られない）など、就労する環境が整っていない 

5. その他（                         ） 

歳になった時 
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問９ あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ご

していますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週当たり日数を数字でご記入くだ

さい。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用時間も□内に数字でご記入ください。時間

は必ず（例）18 時 のように 24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 
 

「放課後児童クラブ」… 保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子ど

もの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利

用料がかかります。 
 

1．自宅 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４．児童館・児童センター ※１ 週 □ 日くらい 

５．放課後児童クラブ〔学童保育〕 週 □ 日くらい 

 → 下校時から □□時まで 

６．ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 

７．その他（公民館、公園など） 週 □ 日くらい 
※１ 児童館・児童センターで行う放課後児童クラブを利用している場合は「６．」に回答 

 
問9-1 問９で ４児童館・児童センター及び５放課後児童クラブを利用さていると回答した方

にお伺います。 利用している主な理由は何ですか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9-2 問９で４児童館・児童センター及び５放課後児童クラブを利用されていないとした方にお伺い

ます。 

① 利用されていない主な理由は何ですか。 （１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

1. 現在就労している 

2. 就労予定がある／求職中である 

3. 家族・親族などを介護しなければならない 

4. 病気や障害を持っている 

5. 学生である 

6. 就労していないが、子どもの教育などのために預けたい 

7. その他（                            ） 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

1. 現在就労していないから 

2. 就労しているが、児童館・児童センターに空きがないから 

3. 就労しているが、児童館・児童センターの開所時間が短いから 

4. 就労しているが、利用料がかかるから 

5. 就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

6. 就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

7. 就労しているが、他の施設に預けているから 

8. その他（                              ） 

４. あて名のお子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます。 
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②今後、児童館・児童センターを利用したいですか。ただし、一定の利用料がかかりま

す。（１つに○） [利用したい方は、利用日数と土曜日の希望もお答えください。] 

 

 
 

 

問9-3 問9-2-②で「1.利用したい」を選んだ方にお伺いします。今後、児童館・児童センタ

ーを利用したい主な理由は何ですか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9-4 現在、児童館・児童センターを利用されていない方で、夏休み・冬休みなどの長期休暇の期

間中の放課後児童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかり

ます。当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）

09 時～18 時 のように 24時間制でご記入ください（数字は一枠に一字） 

 

 
問１０ あて名のお子さんについて、小学４年生以降も児童館・児童センターを利用したいです

か。（１つに○）（利用したい方は、利用したい学年もお答えください。） 

 

 

 

 

 

 

問１１ この1年間に、保護者の用事などにより、あて名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預け

たことはありましたか。（１つに○） 

 

 

 

 

問11-1 「１ あった」方に伺います。その際の対処方法と概ねの泊数をお答えください。時

まで 

 ①対処方法  
②概ねの泊数 

はい いいえ  

ア （同居者を含む）親族・知人に預け

た 

１ ２ ⇒ 概ね（   ）泊 

イ 保育サービスを利用した 
（認可外保育施設、ベビーシッターなど） 

１ ２ ⇒ 概ね（   ）泊 

ウ 仕方なく子どもも同行させた １ ２ ⇒ 概ね（   ）泊 

エ 仕方なく子どもだけで留守番をさせ

た 
１ ２ ⇒ 概ね（   ）泊 

1. 利用したい   →  週    日くらい  うち土曜日の利用希望  1. ある 

2. 今後も利用しない                                       2. ない 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

1. 現在就労している 

2. 就労予定がある／求職中である 

3. 家族・親族などを介護しなければならない 

4. 病気や障害を持っている 

5. 学生である／就学したい 

6. 就労していないが、子どもの教育などのために預けたい 

7. その他（                               ） 

1. 利用したい            →  小学      年まで  

2. 利用するつもりはない 

1. あった（預け先が見つからなかった場合を含む）    ⇒ 問11-1へ 

2. なかった                      ⇒ 問12へ 

５．すべての方に、お子さんの宿泊を伴う一時預かりのことについてお伺いします。 

1．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

2．高学年（４～６年生）になっても利用したい               

3．利用する必要はない                    時～      時まで                
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オ そ の 他

（             ） 
１ ２ ⇒ 概ね（   ）泊 

問11-2 アで「はい」の方に伺います。その際の“困難度”はどの程度でしたか。（１つに○） 

1. 非常に困難 2. どちらかというと困難 3. 特に困難ではない 

 

 

 

 

問１２ この1年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはあ

りますか。（１つに○） 

 

 

 

 

この1年間、お子さんが病気で学校を休んだ場合の対処方法と仕事を休んだ日数につい

て、父親、母親等それぞれについてお答えください。 

問12-1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３ お父さんは育児に参加していますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

問１４ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。（１つに○） 

1. あった                                          ⇒ 問12-1へ 

2. なかった                                        ⇒ 問13へ 

1. 父親が休んだ                       日 

2. 母親が休んだ                      日 

3. (同居者を含む)親族・知人に預けた               日 

4. 就労していない保護者がみた               日 

5. 病児・病後児の保育サービスを利用した          日 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 

6. ベビーシッターを頼んだ                 日 

7. ファミリーサポートセンターにお願いした         日 

8. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた           日 

9. その他（               ）         日 

できれば施設等に預けたい 

          日 

1. よくしている 

2. 時々している 

3. ほとんどしていない 

4. 父親はいない 

７．ご家庭での子育てや就労との両立の考えについてお伺いします。 

６．お子さんの病児・病後児保育の利用についてお伺いします。 

問 12-2 「父親または母親が休んだ」、「親

族・知人に預けた」方に伺います。

その際、できれば施設に預けたい

日数はどれくらいありますか。 

この 1 年間の対処方法とそれぞれの

日数は概ね何日ですか。あてはまる番

号すべてに○をつけ、それぞれの日数

を記入してください。（半日程度につ

いても 1日としてカウントする） 

問 11-2 へ 
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問１５  あなたは、家庭での家事分担はどのようにするのがよいと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６ 女性にとって、子どもを育てながら働くために重要な就労環境はどのようなことだと思い 

ますか。（主なもの３つまでに○） 

 

 

 

 

 

 

問１７ あなたは、子育てに関して不安や負担を感じますか。（１つに○） 

 

 

1. 同感である 2. どちらともいえない 3. そうは思わない 

1. 主に男性が行うべきである 

2. どちらかといえば男性が行うべきである 

3. 男女が互いに協力し分担して行うべきである 

4. どちらかといえば女性が行うべきである 

5. 主に女性が行うべきである 

6. わからない 

1. 夫が家事や育児を分担し、協力すること 

2. 「子育ては女性がするもの」という固定的な社会通念を変えること 

3. 低年齢児保育、病後児保育など多様な保育サービスを充実すること 

4. 急な残業、出張など、仕事に合わせて柔軟に対応してくれる保育サービスが整備されること 

5. 勤務時間の短縮、フレックスタイム導入、育児休業、看護休暇など、子育てに配慮した労働

条件・制度があり、それが実際に活用できる職場環境であること 

6. 労働条件や制度、職場環境が男性も子育てに参加できるようになっていること 

7. 出産、育児のために退職した人が仕事に復帰できる再雇用制度が企業に整備されること 

8. 育児期間中は自宅で仕事ができるなど働き方が柔軟な制度が企業に整備されること  

9. 再就職のための職業訓練、就業・起業相談など女性の就業支援がなされていること 

10. 企業内に保育施設が整備されること 

11. 育児休業中の経済的支援が充実すること 

12. その他（                 ） 

13. わからない 

1. まったく感じない 

2. あまり不安や負担は感じない 

3. やや不安や負担を感じる 

4. とても不安や負担を感じる 

９. 子育て環境のことについてお伺いします。 
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問１８ 宛名のお子さんについての子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのよう

なことですか。当てはまるもの５つまでに○をつけてください。 

 

問１９  市の子育て支援について特に期待することは何ですか。（主なもの３つまでに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．病気や発育・発達に関すること 

２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がよくわからない 

４．子どもとの接し方に自信が持てない 

５．子どもとの時間を十分にとれない 

６．話し相手や相談相手がいない 

７．仕事や自分のやりたいことが十分できない 

８．子どもの教育に関すること 

９．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

10．登園拒否・不登校などに関すること 

11．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ない 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わない 

13．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などの周りの見る目が気になる 

14．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいない 

15．子どもを叱りすぎているような気がする 

16．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり世話をしなかったりしてしまう 

17．地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込み方法がよくわからない 

18．その他（                                ） 

19．特にない 

1. 児童館・児童センターを増やしてほしい 

2. 子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい 

3. 子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場所をつくってほしい 

4. 保育所（園）を増やしてほしい 

5. 幼稚園を増やしてほしい 

6. 保育所（園）や幼稚園にかかる費用を軽減してほしい 

7. 誰でも気軽に利用できる保育サービスがほしい 

8. 夜間や緊急時などの医療体制を充実してほしい 

9. 公営住宅での多子世帯の優先入居や広い部屋割り当てなど、住宅面での配慮をしてほしい 

10. 残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい 

11. 子育てについて学べる機会をつくってほしい 

12. その他（                              ） 
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問２０  子育てをするうえで、近所や地域に望むことはありますか。（主なもの３つまでに○） 

問２１ 子育て支援の環境づくりに対する施策について、市が重点的に取り組む必要が高いと思わ

れるものは何だと思いますか。当てはまるもの５つまでに○をつけてください。 

１.  産後支援の充実（例えば、新生児訪問事業など） 

2.  保育サービスの充実（一時保育、延長保育、休日保育等など） 

3.  放課後児童クラブ、子ども教室の充実（枠の拡大や時間の延長など） 

4.  相談窓口や情報提供などの子育て支援の充実 

5.  安心して妊娠・出産ができる医療体制の整備や小児救急医療などの小児医療の充実 

6.  家庭における教育の支援など家庭の地域における教育力の向上 

7.  子育て世代を対象にした良質な住宅の確保 

8.  子ども・子ども連れの親が安全・安心に通行できる道路交通環境の整備や公共建築物等 

のバリアフリー化など安心して外出できる環境の整備 

9.  仕事と生活のバランスがとれた多様な働き方の実現、男性を含めた働き方の見直しなど 

仕事と子育ての両立の推進 

10.  ひとり親家庭の自立支援の推進 

11.  親子のふれあいや異世代交流の場づくり 

12.  子育てに伴う経済的支援の充実 

13.  家庭内、配偶者間暴力（ドメスティックバイオレンス）対策の充実 

14.  障害の原因となる疾病や事故の予防、早期発見・治療や障害児の健全な発達支援などの障害

児対策の充実・幼児期からの一体となった特別支援教育 

15.  保育園、児童センターなど子育て支援関連施設の整備 

16.  その他（                                ） 

 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら 

ご自由にご記入ください。 

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

お手数ではございますが、同封の返信封筒に入れて切手を貼らずにご投函ください。 

1. 出会った時に気軽に声をかけあうなど、子どもにかかわってほしい 

2. 子どもが良くないことをしているのを見かけた時は、注意してほしい 

3. 子どもを対象とした遊びや活動などにかかわってほしい 

4. 育児などで困ったことがあった場合には相談に乗ってほしい 

5. 子どもが危険な目にあいそうな時は手助けや保護をしてほしい 

6. 緊急の用事などの時に一時的に子どもを預かってほしい 

7. 子ども連れで交通機関や施設を利用する時に困っていたら手助けしてほしい 

8. その他（                           ） 

9. 特にない 


